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令和５年１２月号 2

町 

民 

憲 

章

　
わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
な
文
化
と
自

然
を
受
け
つ
ぐ
江
府
町
民
で
す
。

豊
か
で
快
適
な
町
を
つ
く
る
た
め
こ

の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
人
を
敬
う
、
や
さ
し
い
心
を
育

て
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
康
で
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
明
る

い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
自
然
を
活
か
し
、
個
性
あ
る
豊

か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
教
養
を
高
め
、
清
新
な
文
化
の

創
造
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
快
適

な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
７
日
（
火
）、
江
府
町
の
町

制
施
行
70
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

が
、
江
府
町
役
場
多
目
的
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
こ
れ

ま
で
江
府
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
や
団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
会
場
に
は
来
賓
や

表
彰
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

白
石
町
長
は
式
典
に
先
立
ち
、

「
今
年
で
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数

年
間
で
全
国
か
ら
の
注
目
が
集
ま

り
、
多
く
の
財
産
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
勤
勉
で
、
人
情
に

熱
い
町
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る

と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
気
の
あ
る
江

府
町
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
江
府
町
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全

員
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
町
制
施

行
70
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
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天
然
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奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場

㈱
サ
ン
エ
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奥
大
山
水
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場



令和５年１２月号 4令和５年１２月号5

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

平成
31年
令和
元年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

-10 年の歩み -
2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年

2019 年

2020 年

2021 年

2022 年

2023 年

３月　江府中学校新校舎 ・ 町民プール完成

  ９月　下安井大橋竣工

   １１月　江府町消防団第１分団が全国消防

　　　　　　　　ポンプ操法大会で準優勝

●江府中学校新校舎　完成

●下安井大橋　完成

４月　「道の駅奥大山」 グランドオープン

  ６月　小説 「天の蛍」 刊行

   １１月　三の沢砂防堰堤完成

●三の沢砂防堰堤　完成

●道の駅 「奥大山」 完成

３月　鳥取県 × 日本財団共同プロジェクトで

　　　　「ひまわり号」 出発式

　　　　　福祉交流センター 「江美の郷」 竣工式

     ７月　「3000 人の楽しい町」 をキャッチフレーズ

　　　　　　　に白石祐治町長就任

２月　コミック版 「天の蛍」 刊行

　６月　サントリー天然水奥大山 CM、 奥大山の

　　　　　自然と宇多田ヒカルさん

     ７月　江府町消防団第１分団が鳥取県消防

　　　　　　　ポンプ操法大会で優勝

４月　子育て世帯包括支援センター 「おひさま」

　　　　　開設

    ８月　江府町新甘泉初収穫式

４月　地域医療人材育成拠点施設 「俣野ふれ

　　　　愛学舎」 開設

   １０月　江府町役場庁舎で全日本ろうあ連盟

　　　　　　　７０周年記念映画 「咲む」 撮影

２月　旧米沢小学校にジビエ解体処理施設設備

  ４月　新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

　　９月　新型コロナウイルス感染症に関する

　　　　　　江府町宣言

１月　新庁舎で業務開始

  ３月　町報こうふ６００号発行

　　９月　東京オリンピック２０２０聖火リレー

３月　江府小学校、 中学校閉校式

　４月　義務教育学校 「奥大山江府学園」 開校

    ５月　「水のふるさと奥大山」 SDGｓ宣言

     １１月　㈱ tenrai と連携協定

５月　「奥大山自然塾」 開校

　８月　江尾地区で大規模火災発生

   １０月　７０周年記念、 山本耕平テノール

　　　　　　 コンサート開催

      １１月　江府町制施行７０周年記念式典

●サントリー天然水奥大山　ブナの森工場　新ライン導入

●江府町役場　新庁舎完成

●東京オリンピック聖火リレー

●小中一貫教育　奥大山江府学園　開校

●奥大山自然塾　開校

十七江府町70th Anniversary of KOFU

　江府町制 70 周年にあわせて、この度、記念誌
を発行しました。県外、町外の方へ送りたい、
江府町という町がどういうところか知りたいと
いう方は、是非、お手に取って御覧ください。
・価格：１,０００円（税込み）
【お問合せ】
江府町役場総務課　電話：７５-２２１１
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十七江府町70th Anniversary of KOFU

　江府町制 70 周年にあわせて、この度、記念誌
を発行しました。県外、町外の方へ送りたい、
江府町という町がどういうところか知りたいと
いう方は、是非、お手に取って御覧ください。
・価格：１,０００円（税込み）
【お問合せ】
江府町役場総務課　電話：７５-２２１１



6令和５年１２月号 令和５年１２月号7

令和５年度
奥大山
江府学園
日輪祭

奥大山
江府学園
日輪祭

１０月２８日 ( 土 ) 日野川校舎
１１月  ３  日 ( 金 ) ブナの森校舎

　奥大山江府学園日輪祭、日野川校舎の部
が１０月２８日 ( 土 ) に行われ、６年生か
ら９年生までの生徒がこれまで練習した成
果をステージで発表しました。弁論発表、
演劇、有志発表、吹奏楽の演奏、合唱など
が行われ、頑張る生徒たちの姿に客席から
は大きな拍手が聞こえてきました。
　１１月３日 ( 金 ) にはブナの森校舎の部
が行われ、１年生から５年生までの児童が
可愛らしい演劇や演奏などで客席を魅了し
ました。
　みんなで協力して作り上げた日輪祭は、
楽しい笑顔で溢れ、忘れられない最高の思
い出になったと思います。

▲１年生「のらねこのなみだ」

▲５年生「マニュフェスト 1 号」 ▲６年生「私は糖分を訴えます」

▲７年生「Make Someone Smile」 ▲９年生「夢屋」▲８年生「謎の大捜査線」

▲２年生「かさこじぞう」 ▲３年生「The Peach!」

▲４年生「ほんとうの宝ものは」
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8令和５年１２月号

まちの話題

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１１月２１日（火）に、江府町美用の原子力防災支援
基地で「鳥取県原子力防災支援基地運用開始式」が、主
催者の平井鳥取県知事をはじめ、鳥取県議会議員、原子
力安全顧問など多数の来賓が出席し行われました。
　式典後、雲ひとつない晴天の下で行われた資機材搬出
実演では基地内から機材コンテナを搬出し、避難場所へ
資材を輸送する想定でクレーンやトラックを使った作業
が展開されました。
　避難場所となっている地区に素早く資材を輸送する想
定での実演に、来賓の皆様は緊迫した様子で見入ってお
られました。
　この基地は、島根原子力発電所で災害が発生した際、
避難対象地区に住んでいる方々の避難を円滑に実施する
ための後方支援基地となります。基地には避難退域時検
査を行うために必要な資機材をコンテナに一括収納して
保管しておくことで、緊急時にはそれらを適時適所に迅
速に輸送し、検査会場設置、検査実施が出来る体制を素
早く設置するために整備されました。
　江府町民の皆様に向けた説明会は、後日開催する予定
です。

鳥取県原子力防災支援基地運用開始式

子供の国保育園年長園児による防火パレード

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

「江府町追悼式」～平和への祈り～

　１１月２日（木）に、江府町役場で「令和５年度江府
町戦没者追悼式」が行われました。今年度は新型コロナ
ウイルスの影響による縮小開催から、４年ぶりの通常開
催となり、遺族をはじめ約４０名の方々に参列いただき
ました。
　当日は戦争で尊い犠牲となった方々の霊を慰め、引き
続き平和で豊かな社会となるよう祈りを捧げるため、３
０３柱の御霊の前で黙とうし、白色のカーネーションを
手向けました。

　１１月１５日（水）に、子供の国保育園の年長児１５
名が防火パレードを行いました。
　お揃いの法被を着た園児たちは、拍子木を打ちながら、
「火の用心！　出る時　寝る時　火の用心！」と、元気よ
く江尾の町中で、火災予防を呼びかけました。
　また、保育園では先生たちと一緒に消火器の使い方を
学び、展示された消防車・救急車の見学をして一緒に写
真を撮ったり、消防服を着せてもらったりと、皆で楽し
く防災について学びました。

9 令和５年１２月号

ほけレポ～保健レポート～

・まめ＝元気という意味。
・保健師、管理栄養士、
健康運動指導士が毎月、
いのちと健康を守るため
の情報をお届けします。

ほけ
  レポ

     保健レポート vol.45　
～“まめ”にいかいや！江府町～

　江
府
町
で
は
、
健
康
増
進
・
介
護
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
、
65
歳
以
上
で
グ
ル
ー
プ
活
動

を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ
向
け
て
『
フ
レ
イ
ル

予
防
教
室
』
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　本
町
の
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
私
の
プ
ラ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
月
の
「
ほ
け
レ
ポ
」
で
は
「
私
の
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
私
の
プ
ラ
ン
」
は
、
北
栄
町
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
活
動
で
あ
り
、
日
頃
の
暮
ら
し
を
振
り

返
り
な
が
ら“

こ
れ
だ
け
は
続
け
た
い
、
大
事
に

し
た
い”

な
ど
、
自
分
自
身
で
目
標
を
決
め
て
豊

か
な
張
り
合
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　こ
の
た
び
、
鳥
取
県
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
支
援
員
の
藤
田
恵
子
さ
ん
が
、

北
栄
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
私
の
プ
ラ

ン
」
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
藤
田
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
の
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　本
町
で
は
、
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
へ
お
声
か
け
し
、
ま
た
江
府
町

Youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
周
知
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
『
は
つ
ら
つ
運
動
ク

ラ
ブ
』
、
『
貝
田
ア
サ
カ
ベ
会
』
、
『
宮
市
原

グ
ラ
ン
マ
の
会
』
の
皆
さ
ん
が
参
加
を
表
明
し

て
く
だ
さ
り
、
11
月
か
ら
『
フ
レ
イ
ル
予
防
教

室
』
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
プ
ラ
ン
を
書

く
こ
と
で
、
日
常
を
振
り
返
る
機
会
に
な
り
良

か
っ
た
」
「
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
も
聞
い
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
藤
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
江

府
町
は
健
康
意
識
も
高
く
素
晴
ら
し
い
町
。
皆

さ
ん
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
嬉
し
く

思
う
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
後
は
、
皆
さ
ん
に
作
成
い
た
だ
い
た
『
私

の
プ
ラ
ン
』
の
振
り
返
り
を
行
い
つ
つ
、
フ
レ

イ
ル
に
つ
い
て
の
健
康
教
育
や
、
体
組
成
計
を

用
い
て
の
詳
し
い
身
体
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

「私のプラン」の一例

鳥取県総合事業支援員
　藤田恵子氏（作業療法士）

江府町 YouTube チャンネルより

はつらつ運動クラブでの様子

貝田アサカベ会での様子 宮市原グランマの会での様子

▲動画はこちら

8令和５年１２月号

まちの話題

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１１月２１日（火）に、江府町美用の原子力防災支援
基地で「鳥取県原子力防災支援基地運用開始式」が、主
催者の平井鳥取県知事をはじめ、鳥取県議会議員、原子
力安全顧問など多数の来賓が出席し行われました。
　式典後、雲ひとつない晴天の下で行われた資機材搬出
実演では基地内から機材コンテナを搬出し、避難場所へ
資材を輸送する想定でクレーンやトラックを使った作業
が展開されました。
　避難場所となっている地区に素早く資材を輸送する想
定での実演に、来賓の皆様は緊迫した様子で見入ってお
られました。
　この基地は、島根原子力発電所で災害が発生した際、
避難対象地区に住んでいる方々の避難を円滑に実施する
ための後方支援基地となります。基地には避難退域時検
査を行うために必要な資機材をコンテナに一括収納して
保管しておくことで、緊急時にはそれらを適時適所に迅
速に輸送し、検査会場設置、検査実施が出来る体制を素
早く設置するために整備されました。
　江府町民の皆様に向けた説明会は、後日開催する予定
です。

鳥取県原子力防災支援基地運用開始式

子供の国保育園年長園児による防火パレード

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「江府町追悼式」～平和への祈り～

　１１月２日（木）に、江府町役場で「令和５年度江府
町戦没者追悼式」が行われました。今年度は新型コロナ
ウイルスの影響による縮小開催から、４年ぶりの通常開
催となり、遺族をはじめ約４０名の方々に参列いただき
ました。
　当日は戦争で尊い犠牲となった方々の霊を慰め、引き
続き平和で豊かな社会となるよう祈りを捧げるため、３
０３柱の御霊の前で黙とうし、白色のカーネーションを
手向けました。

　１１月１５日（水）に、子供の国保育園の年長児１５
名が防火パレードを行いました。
　お揃いの法被を着た園児たちは、拍子木を打ちながら、
「火の用心！　出る時　寝る時　火の用心！」と、元気よ
く江尾の町中で、火災予防を呼びかけました。
　また、保育園では先生たちと一緒に消火器の使い方を
学び、展示された消防車・救急車の見学をして一緒に写
真を撮ったり、消防服を着せてもらったりと、皆で楽し
く防災について学びました。

9 令和５年１２月号

ほけレポ～保健レポート～

・まめ＝元気という意味。
・保健師、管理栄養士、
健康運動指導士が毎月、
いのちと健康を守るため
の情報をお届けします。

ほけ
  レポ

     保健レポート vol.45　
～“まめ”にいかいや！江府町～

　江
府
町
で
は
、
健
康
増
進
・
介
護
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
、
65
歳
以
上
で
グ
ル
ー
プ
活
動

を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ
向
け
て
『
フ
レ
イ
ル

予
防
教
室
』
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　本
町
の
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
私
の
プ
ラ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
月
の
「
ほ
け
レ
ポ
」
で
は
「
私
の
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
私
の
プ
ラ
ン
」
は
、
北
栄
町
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
活
動
で
あ
り
、
日
頃
の
暮
ら
し
を
振
り

返
り
な
が
ら“

こ
れ
だ
け
は
続
け
た
い
、
大
事
に

し
た
い”

な
ど
、
自
分
自
身
で
目
標
を
決
め
て
豊

か
な
張
り
合
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　こ
の
た
び
、
鳥
取
県
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
支
援
員
の
藤
田
恵
子
さ
ん
が
、

北
栄
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
私
の
プ
ラ

ン
」
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
藤
田
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
の
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　本
町
で
は
、
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
へ
お
声
か
け
し
、
ま
た
江
府
町

Youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
周
知
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
『
は
つ
ら
つ
運
動
ク

ラ
ブ
』
、
『
貝
田
ア
サ
カ
ベ
会
』
、
『
宮
市
原

グ
ラ
ン
マ
の
会
』
の
皆
さ
ん
が
参
加
を
表
明
し

て
く
だ
さ
り
、
11
月
か
ら
『
フ
レ
イ
ル
予
防
教

室
』
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
プ
ラ
ン
を
書

く
こ
と
で
、
日
常
を
振
り
返
る
機
会
に
な
り
良

か
っ
た
」
「
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
も
聞
い
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
藤
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
江

府
町
は
健
康
意
識
も
高
く
素
晴
ら
し
い
町
。
皆

さ
ん
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
嬉
し
く

思
う
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
後
は
、
皆
さ
ん
に
作
成
い
た
だ
い
た
『
私

の
プ
ラ
ン
』
の
振
り
返
り
を
行
い
つ
つ
、
フ
レ

イ
ル
に
つ
い
て
の
健
康
教
育
や
、
体
組
成
計
を

用
い
て
の
詳
し
い
身
体
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

「私のプラン」の一例

鳥取県総合事業支援員
　藤田恵子氏（作業療法士）

江府町 YouTube チャンネルより

はつらつ運動クラブでの様子

貝田アサカベ会での様子 宮市原グランマの会での様子

▲動画はこちら
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11
月
7
日
に
江
府
町
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
役
場
２
階
の
多
目
的
室
で
表

彰
を
受
け
ら
れ
る
方
、
区
長
さ
ん
、
来

賓
の
み
な
さ
ん
合
わ
せ
て
１
０
０
名
ほ

ど
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
去

に
は
総
合
体
育
館
で
４
０
０
名
を
超
え

る
出
席
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
時
代

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
回
の
式
典
は

今
の
江
府
町
ら
し
い
、
小
さ
い
け
れ
ど

も
明
る
い
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
、
そ
ん

な
式
典
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
文
化
振
興
財
団
の
ご

協
力
の
も
と
奥
大
山
江
府
学
園
日
野
川

校
舎
に
て
開
催
し
た
、
山
本
耕
平
さ
ん
、

中
ノ
森
め
ぐ
み
さ
ん
、
高
橋
維
さ
ん
に

よ
る
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
。
奥
大
山
自

然
文
化
協
議
会
で
鏡
ケ
成
キ
ャ
ン
プ
場

で
実
施
し
た
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
トAyasa

さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
中
国
大
会
に
も
出

場
し
た
奥
大
山
江
府
学
園
吹
奏
楽
部
の

定
期
演
奏
会
等
々
。
「
江
府
町
讃
歌
」

の
歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

「
文
化
の
香
る
江
府
町
」
を
実
感
し
た

秋
で
し
た
。

　
５
月
か
ら
始
め
た
奥
大
山
自
然
塾
も

何
度
も
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
先
日
は
日
本
海
新
聞
の
社
説
に
ま

で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
他
県
の
自
治
体

や
企
業
に
も
着
目
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
江
府
町
の
財
産
は
人
と
自
然
で
す
。

身
内
だ
け
で
な
く
広
く
世
の
中
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
価
値
は
磨

か
れ
誇
り
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
も
き
っ
と
役
立
つ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
町
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

｢

不
易
流
行｣

ふ    

え
き   

り
ゅ
う 

こ
う

〜
よ
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら（
不
易
）

     

進
歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と（
流
行
）に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  「
理
想
」を
創
造
す
る
〜

これまでのコラムは
こちら！

これまでのコラムは
QRコードを読み取る
ことでご覧いただけ
ます。

白石町長コラムVol.87江
府
町
制
70
周
年
の
年

鶏肉　   　 100g
にんじん  　   80g
大根 　　　  　 250g
じゃがいも  　 300g
ウインナー　 　   10 本
ぶなしめじ　 　   100g
キャベツ　　 　   200g
さやいんげん 　   10 本
コンソメ　　 　     10g
濃口しょうゆ  小さじ 1
カレー粉　　  小さじ 1
食塩　　　　　　 少々
水     300ml

★作り方★★材料★　５人分
①にんじんは厚めのいちょ
う切り、大根とじゃがいも
は 2 ㎝のいちょう切りに
する。しめじは小房に分け
ておく。キャベツは大きめ
に切る。さやいんげんは 2
㎝に切っておく。

②鍋に鶏肉、にんじん、大
根、じゃがいも、しめじを
入れ、水を加え、ふたをし
て中火にかける。

③具に 8 分通り熱が通っ
たら味付けをし、キャベツ
とウインナー、さやいんげ
んを加え、熱が通るまで煮
る。

　大根とカレー粉を加えた、変わ
りポトフです。１品で肉も野菜も
食べられ、カレー粉の風味で、食
欲が出てきます。給食では、材料
を一口大に切ったミニポトフにし
ました。
　余った大根の葉っぱもじゃこ和
えなどににすることで、カロテン
や鉄分などの栄養素を捨てずにと
ることができますね。

大根のカレーポトフ  食育だよりのレシピを再編

朝ごはんレシピ紹介♪

監修：奥大山江府学園　

　　　　         栄養教諭　　石原　由喜子

こうふレシピこうふレシピ

令和５年１２月号11

まちの教育

『
ま
な
び
や
縁
側
江
府
町
　　つ
ぶ
や
き
通
信
№2

『
ま
な
び
や
縁
側
江
府
町
　　つ
ぶ
や
き
通
信
№2

日
野
郡
3
町
共
催

　「
ひ
の
ト
ー
ク
‼
」

　
　
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
！

　
11
月
19
日
、日
野
町
で「
ひ

の
ト
ー
ク
！
！
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。第
一
部
で
は
、日
野

郡
３
町
で
運
営
し
て
い
る
公

設
塾「
ま
な
び
や
縁
側
」の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、私
は
江
府
拠
点
の
活
動

紹
介
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、様
々
な
年

代
の
方
と
交
流
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
。30
名
を
こ

え
る
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、「
理
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
は
？
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、発

表
会
を
し
ま
し
た
。大
学
教

授
か
ら
地
元
企
業
の
方
、日

野
高
校
の
生
徒
や
大
学
生
と

い
っ
た
様
々
な
年
代
の
方
が

日野高

ニュース

　１年次生が「生活福祉基礎」の授業で、社会福祉法人日翔会の村上富美恵さんをお招

きし、「高齢者の身体の特徴」「施設で働く方の１日について」「食事介護の体験」「車い

すの体験」等、様々な内容をご指導いただきました。

　食事の介護の体験では実際に「お茶」を使って飲ませあう体験をしました。自助具も使っ

て豆つかみの体験もしました。車いすの体験では下り坂・上り坂のポイントなどを教え

ていただきました。食事の介護も車いすに関しても声掛けの大切さに気付くことができ

ました。村上さんには、質問にもたくさん答えていただき、介護施設の様子も詳しく知

ることができました。ありがとうございました。今後の進路や授業に活かしていきたい

と思います。

　日野郡の最高学府として、地域と連携・協働した教育活動を推進する「日
野高校」。町では日野高校魅力向上推進協議会の一員として、「日野高校」の
地域活動の取り組みを「日野高ニュース」として紹介していきます。

▲車いす体験の様子

▲講演の様子

4
、5
名
の
班
に
わ
か
れ
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
私
の
班
は
、日
野
高
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
や
、地

元
企
業
の
方
な
ど
5
名
。大

人
側
か
ら
は「
学
校
で
一
緒
に

勉
強
し
て
み
た
い
」「
若
い
人

に
S
N
S
発
信
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。生
徒
側
か
ら
は「
現

役
の
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
教

え
て
も
ら
う
機
会
が
あ
れ
ば
」

と
い
う
意
見
な
ど
、年
代
を
こ

え
て
学
び
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
理
想
と
い
う
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　「
ま
な
び
や
縁
側
江
府
拠

点
」で
は
、子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
大
人
と
交
流
し
な
が
ら
、

お
互
い
が
学
び
合
え
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。素
敵
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
り
ま
し
た
ら
、教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

日野探究Ⅱ
介護の出前講座「知ってみよう！介護のこと」

江府町文化祭江府町文化祭

▶
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示

▶
手
芸
の
展
示

◀
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

◀
油
絵
の
展
示

◀
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露

白石町長コラム「不易流行」/こうふレシピ
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11
月
7
日
に
江
府
町
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
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。
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室
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区
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合
わ
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１
０
０
名
ほ

ど
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出
席
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い
た
だ
き
ま
し
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。
過
去

に
は
総
合
体
育
館
で
４
０
０
名
を
超
え
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出
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盛
大
に
開
催
さ
れ
た
時
代

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
回
の
式
典
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今
の
江
府
町
ら
し
い
、
小
さ
い
け
れ
ど

も
明
る
い
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
、
そ
ん

な
式
典
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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江
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」
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ま
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に

「
文
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の
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江
府
町
」
を
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た

秋
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た
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奥
大
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日
本
海
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掲
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ま
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他
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や
企
業
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も
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目
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江
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誇
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な
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子
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す
。
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不
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流
行｣

ふ    

え
き   

り
ゅ
う 

こ
う

〜
よ
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら（
不
易
）

     

進
歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と（
流
行
）に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  「
理
想
」を
創
造
す
る
〜

これまでのコラムは
こちら！

これまでのコラムは
QRコードを読み取る
ことでご覧いただけ
ます。

白石町長コラムVol.87江
府
町
制
70
周
年
の
年

鶏肉　   　 100g
にんじん  　   80g
大根 　　　  　 250g
じゃがいも  　 300g
ウインナー　 　   10 本
ぶなしめじ　 　   100g
キャベツ　　 　   200g
さやいんげん 　   10 本
コンソメ　　 　     10g
濃口しょうゆ  小さじ 1
カレー粉　　  小さじ 1
食塩　　　　　　 少々
水     300ml

★作り方★★材料★　５人分
①にんじんは厚めのいちょ
う切り、大根とじゃがいも
は 2 ㎝のいちょう切りに
する。しめじは小房に分け
ておく。キャベツは大きめ
に切る。さやいんげんは 2
㎝に切っておく。

②鍋に鶏肉、にんじん、大
根、じゃがいも、しめじを
入れ、水を加え、ふたをし
て中火にかける。

③具に 8 分通り熱が通っ
たら味付けをし、キャベツ
とウインナー、さやいんげ
んを加え、熱が通るまで煮
る。

　大根とカレー粉を加えた、変わ
りポトフです。１品で肉も野菜も
食べられ、カレー粉の風味で、食
欲が出てきます。給食では、材料
を一口大に切ったミニポトフにし
ました。
　余った大根の葉っぱもじゃこ和
えなどににすることで、カロテン
や鉄分などの栄養素を捨てずにと
ることができますね。

大根のカレーポトフ  食育だよりのレシピを再編

朝ごはんレシピ紹介♪

監修：奥大山江府学園　

　　　　         栄養教諭　　石原　由喜子

こうふレシピこうふレシピ
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まちの教育

『
ま
な
び
や
縁
側
江
府
町
　　つ
ぶ
や
き
通
信
№2

『
ま
な
び
や
縁
側
江
府
町
　　つ
ぶ
や
き
通
信
№2

日
野
郡
3
町
共
催

　「
ひ
の
ト
ー
ク
‼
」

　
　
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
！

　
11
月
19
日
、日
野
町
で「
ひ

の
ト
ー
ク
！
！
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。第
一
部
で
は
、日
野

郡
３
町
で
運
営
し
て
い
る
公

設
塾「
ま
な
び
や
縁
側
」の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、私
は
江
府
拠
点
の
活
動

紹
介
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、様
々
な
年

代
の
方
と
交
流
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
。30
名
を
こ

え
る
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、「
理
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
は
？
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、発

表
会
を
し
ま
し
た
。大
学
教

授
か
ら
地
元
企
業
の
方
、日

野
高
校
の
生
徒
や
大
学
生
と

い
っ
た
様
々
な
年
代
の
方
が

日野高

ニュース

　１年次生が「生活福祉基礎」の授業で、社会福祉法人日翔会の村上富美恵さんをお招

きし、「高齢者の身体の特徴」「施設で働く方の１日について」「食事介護の体験」「車い

すの体験」等、様々な内容をご指導いただきました。

　食事の介護の体験では実際に「お茶」を使って飲ませあう体験をしました。自助具も使っ

て豆つかみの体験もしました。車いすの体験では下り坂・上り坂のポイントなどを教え

ていただきました。食事の介護も車いすに関しても声掛けの大切さに気付くことができ

ました。村上さんには、質問にもたくさん答えていただき、介護施設の様子も詳しく知

ることができました。ありがとうございました。今後の進路や授業に活かしていきたい

と思います。

　日野郡の最高学府として、地域と連携・協働した教育活動を推進する「日
野高校」。町では日野高校魅力向上推進協議会の一員として、「日野高校」の
地域活動の取り組みを「日野高ニュース」として紹介していきます。

▲車いす体験の様子

▲講演の様子

4
、5
名
の
班
に
わ
か
れ
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
私
の
班
は
、日
野
高
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
や
、地

元
企
業
の
方
な
ど
5
名
。大

人
側
か
ら
は「
学
校
で
一
緒
に

勉
強
し
て
み
た
い
」「
若
い
人

に
S
N
S
発
信
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。生
徒
側
か
ら
は「
現

役
の
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
教

え
て
も
ら
う
機
会
が
あ
れ
ば
」

と
い
う
意
見
な
ど
、年
代
を
こ

え
て
学
び
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
理
想
と
い
う
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　「
ま
な
び
や
縁
側
江
府
拠

点
」で
は
、子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
大
人
と
交
流
し
な
が
ら
、

お
互
い
が
学
び
合
え
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。素
敵
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
り
ま
し
た
ら
、教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

日野探究Ⅱ
介護の出前講座「知ってみよう！介護のこと」

江府町文化祭江府町文化祭

▶
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ク
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示

▶
手
芸
の
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示
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ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

◀
油
絵
の
展
示

◀
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
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野
高
校
の
生
徒
や
大
学
生
と

い
っ
た
様
々
な
年
代
の
方
が

日野高

ニュース

　１年次生が「生活福祉基礎」の授業で、社会福祉法人日翔会の村上富美恵さんをお招

きし、「高齢者の身体の特徴」「施設で働く方の１日について」「食事介護の体験」「車い

すの体験」等、様々な内容をご指導いただきました。

　食事の介護の体験では実際に「お茶」を使って飲ませあう体験をしました。自助具も使っ

て豆つかみの体験もしました。車いすの体験では下り坂・上り坂のポイントなどを教え

ていただきました。食事の介護も車いすに関しても声掛けの大切さに気付くことができ

ました。村上さんには、質問にもたくさん答えていただき、介護施設の様子も詳しく知

ることができました。ありがとうございました。今後の進路や授業に活かしていきたい

と思います。

　日野郡の最高学府として、地域と連携・協働した教育活動を推進する「日
野高校」。町では日野高校魅力向上推進協議会の一員として、「日野高校」の
地域活動の取り組みを「日野高ニュース」として紹介していきます。

▲車いす体験の様子

▲講演の様子

4
、5
名
の
班
に
わ
か
れ
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
私
の
班
は
、日
野
高
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
や
、地

元
企
業
の
方
な
ど
5
名
。大

人
側
か
ら
は「
学
校
で
一
緒
に

勉
強
し
て
み
た
い
」「
若
い
人

に
S
N
S
発
信
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。生
徒
側
か
ら
は「
現

役
の
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
教

え
て
も
ら
う
機
会
が
あ
れ
ば
」

と
い
う
意
見
な
ど
、年
代
を
こ

え
て
学
び
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
理
想
と
い
う
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　「
ま
な
び
や
縁
側
江
府
拠

点
」で
は
、子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
大
人
と
交
流
し
な
が
ら
、

お
互
い
が
学
び
合
え
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。素
敵
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
り
ま
し
た
ら
、教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

日野探究Ⅱ
介護の出前講座「知ってみよう！介護のこと」

江府町文化祭江府町文化祭

▶
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示

▶
手
芸
の
展
示

◀
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

◀
油
絵
の
展
示

◀
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
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●「Singing Culture」
Kamusta! Did you a fun time during Halloween? I had a day that was unplanned but turned out 
fantastic! One day, when I was about to ride my usual train ride to Yonago, I saw Filipinos about to 
ride the same train. There were also some Japanese people with them. I was only supposed to buy 
food, but I ended up going to karaoke with them! After this, a few Japanese people asked me a 
surprising question. They asked why Filipinos are such good singers. This will be the topic for this 
month. Let’ s talk about why the Filipinos are naturally good at singing. In my country, singing is a 
big part of our lives. 80% of houses in the Philippines have karaoke. We also have karaoke inside 
shopping malls. People can just grab a mike, choose a song, and sing in front of everyone for free. 
But why do Filipinos love and enjoy singing so much? During the old times in the Philippines, the 
people had ancient singing traditions. They told histories and legends through singing and 
chanting. And this culture continued on even today. When we clean, we sing. When we cook, we 
sing. Even when we take a shower! Also, most celebrations and events in the Philippines often involve singing. We 
love to compete with each other by singing difficult songs. Because of this, Filipinos don’ t realize that they’ re 
slowly building their singing skills. Now, you may think that sleeping in the Philippines must be difficult. And it is. 
But overtime, you’ ll learn how to sleep soundly even though there’ s loud music nearby. And this is another skill 
that Filipinos have. 
●「歌う文化」
　カムスタ ! ハロウィンは楽しかったですか ? 予定外の一日でしたが、素晴らしい一日になりました ! ある日、い
つもの電車で米子に行こうとすると、フィリピン人が同じ電車に乗ろうとしているのが見えました。日本人も何人
か一緒でした。私は、食べ物を買うだけのはずだったのに、一緒にカラオケに行くことになりました ! この後、何
人かの日本人から意外な質問をされました。彼らは、なぜフィリピン人はそんなに歌が上手なのかと尋ねました。
これが今月のトピックになります。フィリピン人が、生まれつき歌が上手い理由についてお話ししましょう。私の
国では、歌うことは私たちの生活の大きな部分を占めています。フィリピンでは 80% の家にカラオケがあります。
ショッピングモール内にもカラオケがあります。人々はマイクをつかみ、曲を選び、みんなの前で、無料で歌うこ
とができます。しかし、なぜフィリピン人は歌うことが大好きで楽しいのでしょうか ? フィリピンでは、昔から人々
が古代の歌の伝統を持っていました。彼らは歌と詠唱を通して歴史と伝説を語りました。そして、この文化は今日
でも続いています。掃除をするとき、私たちは歌います。料理をするとき、私たちは歌います。シャワーを浴びる
ときも ! また、フィリピンのほとんどのお祝いやイベントには、歌が含まれることがよくあります。難しい曲を歌っ
て競い合うのが大好きです。このため、フィリピン人は自分がゆっくりと歌のスキルを磨いていることに気づいて
いません。さて、あなたは、フィリピンで寝るのは大変だと思ったかもしれません。そして、その通りです。しかし、
時間が経つにつれて、近くに大音量の音楽があってもぐっすり眠る方法を学びます。そして、これもフィリピン人
が持っているスキルです。

こちらから
ヨシ先生の動画は

江府町立図書館の本棚
「こんな本あります！」
監修：江府町立図書館館長 宇田川 恵理

江府町立図書館の本棚
「こんな本あります！」
監修：江府町立図書館館長 宇田川 恵理

　こんにちは！江府町立図書館の宇田川です。 
江府町立図書館の本棚にある、ちょっと気に
なる「こんな本」を、紹介していきたいと思
います！

　著者のアストリッド・リンドグレーンは、「長くつ下のピッピシリーズ」など、多くの作
品が世界中で愛されている、児童文学作家です。
　主人公は、「なんだってできるんだから」が口ぐせの、５歳の女の子ロッタちゃん。近所
のおばさんに届けるはずのパンとお気に入りのぬいぐるみバムセを、間違えて捨ててしま
い、ゴミ収集車に持っていかれそうになります。大あわてでゴミ収集車を追いかけるロッ
タちゃん。その頑張りっぷりがなんともかわいく、一緒にはらはらどきどきしてしまいます。
　さて、一方ロッタちゃんの家では、さらに大変な出来事が。クリスマスイブの前の日だ
というのに、もみの木が手に入らないというのです。ツリーのないクリスマスなんてと、ロッ
タちゃんのお父さん、お母さん、お兄ちゃんお姉ちゃんは、すっかり気落ちしてしまいます。
しかし、ここでもロッタちゃんが大活躍、素敵な奇跡を起こします。さて、ロッタちゃんは、
どうやってもみの木を手に入れたのでしょうか。ぜひ、読んでみてください！
　絵本ですが、文字が小さく、やや文章も長いので、大人の方がお子さんに読み聞かせし
ていただいて、一緒に笑顔になっていただけたらなと思う 1冊です。

『ロッタちゃんとクリスマスツリー』
　　　　　　　アストリッド・リンドグレーン作（偕成社）

宇田川館長

クリスマス

に起こる奇

跡とは！
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今
年
は
、
東
北
・
北
陸
地
方
を
中

心
に
ク
マ
の
出
没
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
ら
、
以
前

は
山
仕
事
を
す
る
限
ら
れ
た
人
の
み

が
購
入
し
て
い
た
『
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
』
が
一
般
の
人
に
も
売
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
簡
単
に
購
入
で
き
、
簡
単
に
使
用

で
き
る
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
で
す
が
、

取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
な
グ
ッ

ズ
で
す
の
で
注
意
点
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
よ
う
に
ク
マ
を

寄
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ク
マ
か
ら
攻
撃
を
受
け

そ
う
な
緊
急
時
に
使
用
し
、
噴
射
さ

れ
る
辛
さ
成
分
で
ク
マ
を
ひ
る
ま
せ

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
辛
さ
成
分
で
す
が
、
対
人
間

用
催
涙
ス
プ
レ
ー
の
約
２
３
０
倍
の

強
さ
で
す
。

　
噴
射
距
離
は
７
ｍ
程
度
で
、
メ
ー

カ
ー
や
風
向
き
に
よ
っ
て
か
な
り
変

動
し
ま
す
。
風
下
で
ス
プ
レ
ー
を
使

用
し
た
場
合
、
噴
射
距
離
も
短
く
な

り
、
か
な
り
強
力
な
辛
い
成
分
が
自

分
に
も
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
効
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り

の
至
近
距
離
ま
で
ク
マ
を
引
き
付
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

と
っ
さ
の
場
面
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
取
り
出
し
や
す
い
位
置
で
携
帯
し
、

す
ぐ
に
構
え
ら
れ
る
よ
う
な
練
習
も

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー

は
、
ク
マ
か
ら
の
攻
撃
を
回
避
す
る

手
段
と
し
て
は
有
効
な
グ
ッ
ズ
で
す

が
、
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に

は
ス
プ
レ
ー
の
最
大
噴
射
距
離
の
理

解
や
、
と
っ
さ
に
構
え
る
練
習
な
ど

実
際
の
使
用
を
想
定
し
た
事
前
準
備

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
は
緊
急
時
の
最
終
手
段
で
す
の

で
、
ま
ず
は
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
対

策
を
整
え
た
い
も
の
で
す
ね…

　

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問い合わせ】0859－72－1399

第30回
クマスプレー
の注意点

獣害対策

アップデート

新甘泉（梨）推進マネージャー
( 活動内容：新甘泉の栽培技術
の習得、梨園の管理など）

奥大山ブランド推進コーディネー
ター ( 活動内容：奥大山ブランド
商品の発掘、開発支援など )

図書館支援 ( 活動内容：コ
ミュニティ図書館に移行す
るための支援、司書業務な
ど）

福島　優
　ふくしま　 　すぐる やまだ　  　  あさひ

山田　朝陽

あんどう　　　のぞみ　 

安藤　希

　本格的に寒くなり梨の樹も落葉し、来年に向けての第一歩であ
る剪定作業を始めました。また、病気などで傷んだ樹も散見され
るため、専門家の先生に相談しつつ治療や対策を施しています。
江府町の寒さが原因か記録的な猛暑が
原因か、はたまた別の問題があるのか、
何も言わない樹だからこそ小さな変化
も見逃さないよう気を付けたいもので
す。ちなみに休日を利用して柿の勉強
も始めました。同じ『果樹』でも考え
方や育て方の違いがあり、難しい事も
多いのですが勉強しがいがあると思い
ます。

　皆さんは、「ノラネコぐんだん」の絵本をご存知でしょうか。生
徒にも人気のようで、日野川校舎の図書館にぬいぐるみを置いて
みました。文化委員の発案で愛称を募集したところ、「まだニャイ」
になりました。生徒の自主的な意見を今後も取り入れていきたい
と思います。
　10 月には、日野川校舎とブナの森校舎をインターネットでつな
いでいる「窓」と名付けられた大画面を通し、ブナの森校舎の児
童へ向けてブックトークをしました。私の話に子どもたちが熱心
に耳を傾けてくれたことは大変嬉しく、感謝しています。

　早いことに、地域おこし協力隊の任期があと 3ヶ月で終わりま
す。
　地域おこし協力隊としての 2 年半は慣れない部分も多く、自分
としては不甲斐ない結果に終わってしまったなと感じています。
しかし、少しでも江府町で得た経験を基に今後の生活に活かせる
ことができればいいなと思っています。
　この 2 年半を少しでもモノにして後悔で終わらせず、昇華させ
たいです。
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fantastic! One day, when I was about to ride my usual train ride to Yonago, I saw Filipinos about to 
ride the same train. There were also some Japanese people with them. I was only supposed to buy 
food, but I ended up going to karaoke with them! After this, a few Japanese people asked me a 
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people had ancient singing traditions. They told histories and legends through singing and 
chanting. And this culture continued on even today. When we clean, we sing. When we cook, we 
sing. Even when we take a shower! Also, most celebrations and events in the Philippines often involve singing. We 
love to compete with each other by singing difficult songs. Because of this, Filipinos don’ t realize that they’ re 
slowly building their singing skills. Now, you may think that sleeping in the Philippines must be difficult. And it is. 
But overtime, you’ ll learn how to sleep soundly even though there’ s loud music nearby. And this is another skill 
that Filipinos have. 
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　カムスタ ! ハロウィンは楽しかったですか ? 予定外の一日でしたが、素晴らしい一日になりました ! ある日、い
つもの電車で米子に行こうとすると、フィリピン人が同じ電車に乗ろうとしているのが見えました。日本人も何人
か一緒でした。私は、食べ物を買うだけのはずだったのに、一緒にカラオケに行くことになりました ! この後、何
人かの日本人から意外な質問をされました。彼らは、なぜフィリピン人はそんなに歌が上手なのかと尋ねました。
これが今月のトピックになります。フィリピン人が、生まれつき歌が上手い理由についてお話ししましょう。私の
国では、歌うことは私たちの生活の大きな部分を占めています。フィリピンでは 80% の家にカラオケがあります。
ショッピングモール内にもカラオケがあります。人々はマイクをつかみ、曲を選び、みんなの前で、無料で歌うこ
とができます。しかし、なぜフィリピン人は歌うことが大好きで楽しいのでしょうか ? フィリピンでは、昔から人々
が古代の歌の伝統を持っていました。彼らは歌と詠唱を通して歴史と伝説を語りました。そして、この文化は今日
でも続いています。掃除をするとき、私たちは歌います。料理をするとき、私たちは歌います。シャワーを浴びる
ときも ! また、フィリピンのほとんどのお祝いやイベントには、歌が含まれることがよくあります。難しい曲を歌っ
て競い合うのが大好きです。このため、フィリピン人は自分がゆっくりと歌のスキルを磨いていることに気づいて
いません。さて、あなたは、フィリピンで寝るのは大変だと思ったかもしれません。そして、その通りです。しかし、
時間が経つにつれて、近くに大音量の音楽があってもぐっすり眠る方法を学びます。そして、これもフィリピン人
が持っているスキルです。
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ヨシ先生の動画は
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　著者のアストリッド・リンドグレーンは、「長くつ下のピッピシリーズ」など、多くの作
品が世界中で愛されている、児童文学作家です。
　主人公は、「なんだってできるんだから」が口ぐせの、５歳の女の子ロッタちゃん。近所
のおばさんに届けるはずのパンとお気に入りのぬいぐるみバムセを、間違えて捨ててしま
い、ゴミ収集車に持っていかれそうになります。大あわてでゴミ収集車を追いかけるロッ
タちゃん。その頑張りっぷりがなんともかわいく、一緒にはらはらどきどきしてしまいます。
　さて、一方ロッタちゃんの家では、さらに大変な出来事が。クリスマスイブの前の日だ
というのに、もみの木が手に入らないというのです。ツリーのないクリスマスなんてと、ロッ
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しかし、ここでもロッタちゃんが大活躍、素敵な奇跡を起こします。さて、ロッタちゃんは、
どうやってもみの木を手に入れたのでしょうか。ぜひ、読んでみてください！
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年
は
、
東
北
・
北
陸
地
方
を
中

心
に
ク
マ
の
出
没
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
ら
、
以
前

は
山
仕
事
を
す
る
限
ら
れ
た
人
の
み

が
購
入
し
て
い
た
『
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
』
が
一
般
の
人
に
も
売
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
簡
単
に
購
入
で
き
、
簡
単
に
使
用

で
き
る
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
で
す
が
、

取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
な
グ
ッ

ズ
で
す
の
で
注
意
点
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
よ
う
に
ク
マ
を

寄
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ク
マ
か
ら
攻
撃
を
受
け

そ
う
な
緊
急
時
に
使
用
し
、
噴
射
さ

れ
る
辛
さ
成
分
で
ク
マ
を
ひ
る
ま
せ

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
辛
さ
成
分
で
す
が
、
対
人
間

用
催
涙
ス
プ
レ
ー
の
約
２
３
０
倍
の

強
さ
で
す
。

　
噴
射
距
離
は
７
ｍ
程
度
で
、
メ
ー

カ
ー
や
風
向
き
に
よ
っ
て
か
な
り
変

動
し
ま
す
。
風
下
で
ス
プ
レ
ー
を
使

用
し
た
場
合
、
噴
射
距
離
も
短
く
な

り
、
か
な
り
強
力
な
辛
い
成
分
が
自

分
に
も
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
効
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り

の
至
近
距
離
ま
で
ク
マ
を
引
き
付
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

と
っ
さ
の
場
面
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
取
り
出
し
や
す
い
位
置
で
携
帯
し
、

す
ぐ
に
構
え
ら
れ
る
よ
う
な
練
習
も

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー

は
、
ク
マ
か
ら
の
攻
撃
を
回
避
す
る

手
段
と
し
て
は
有
効
な
グ
ッ
ズ
で
す

が
、
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に

は
ス
プ
レ
ー
の
最
大
噴
射
距
離
の
理

解
や
、
と
っ
さ
に
構
え
る
練
習
な
ど

実
際
の
使
用
を
想
定
し
た
事
前
準
備

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
は
緊
急
時
の
最
終
手
段
で
す
の

で
、
ま
ず
は
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
対

策
を
整
え
た
い
も
の
で
す
ね…

　

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問い合わせ】0859－72－1399

第30回
クマスプレー
の注意点

獣害対策

アップデート

新甘泉（梨）推進マネージャー
( 活動内容：新甘泉の栽培技術
の習得、梨園の管理など）

奥大山ブランド推進コーディネー
ター ( 活動内容：奥大山ブランド
商品の発掘、開発支援など )

図書館支援 ( 活動内容：コ
ミュニティ図書館に移行す
るための支援、司書業務な
ど）

福島　優
　ふくしま　 　すぐる やまだ　  　  あさひ

山田　朝陽

あんどう　　　のぞみ　 

安藤　希

　本格的に寒くなり梨の樹も落葉し、来年に向けての第一歩であ
る剪定作業を始めました。また、病気などで傷んだ樹も散見され
るため、専門家の先生に相談しつつ治療や対策を施しています。
江府町の寒さが原因か記録的な猛暑が
原因か、はたまた別の問題があるのか、
何も言わない樹だからこそ小さな変化
も見逃さないよう気を付けたいもので
す。ちなみに休日を利用して柿の勉強
も始めました。同じ『果樹』でも考え
方や育て方の違いがあり、難しい事も
多いのですが勉強しがいがあると思い
ます。

　皆さんは、「ノラネコぐんだん」の絵本をご存知でしょうか。生
徒にも人気のようで、日野川校舎の図書館にぬいぐるみを置いて
みました。文化委員の発案で愛称を募集したところ、「まだニャイ」
になりました。生徒の自主的な意見を今後も取り入れていきたい
と思います。
　10 月には、日野川校舎とブナの森校舎をインターネットでつな
いでいる「窓」と名付けられた大画面を通し、ブナの森校舎の児
童へ向けてブックトークをしました。私の話に子どもたちが熱心
に耳を傾けてくれたことは大変嬉しく、感謝しています。

　早いことに、地域おこし協力隊の任期があと 3ヶ月で終わりま
す。
　地域おこし協力隊としての 2 年半は慣れない部分も多く、自分
としては不甲斐ない結果に終わってしまったなと感じています。
しかし、少しでも江府町で得た経験を基に今後の生活に活かせる
ことができればいいなと思っています。
　この 2 年半を少しでもモノにして後悔で終わらせず、昇華させ
たいです。
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農業委員会だより

　１１月２７日 ( 月 ) 日南町役場で日野郡内の女性農業委員・

農地利用最適化推進委員が研修会を開催しました。この日、

３町から９名が参加、鳥取市農業委員会の山本農業委員を講

師としてスマホで「農地ナビの使い方」を習得しました。習

得した内容は、各町に持ち帰って農業委員会で伝達されます。

日野郡の女性農業委員が研修会を開催

農業委員会総会
（12月7日（木）開催）

【問い合わせ】
江府町農業委員会事務局　

電話：０８５９－７５－６６２０
以下の審議案件はすべて承認されました。

・農用地利用集積等促進計画（案）について・・・１６件

▲研修の様子 ( 日野郡女性農業委員 )

農地の転用には、許可が必要です。
　農地法により自分の田畑でも、駐車場や資材置場にしたり、住宅を建てたり、ソーラー
パネルを設置するなど、耕作以外の目的で利用する場合には、事前に農地の転用手続きが
必要です。手続きを行わないと、工事などの中止やもとの農地へ復元するように命令が出
される場合があります。また、3 年以下の懲役又は、３００万円以下（法人は１億円以下）
の罰則が科せられます。
　農地に農機具格納庫、温室、堆肥舎などの農業用施設を建設する場合でも許可が必要で
す。自分の田畑などに２a(200 ㎡ ) 未満の農業施設を建設する場合は、許可は必要ありま
せんが、届出書を農業委員会に提出していただくことになります。

法令を守って適切に農地を利用しましょう！①

日野郡の特産野菜を栽培してみませんか？
白ネギ・ピーマン・ブロッコリーの

新規栽培者を募集中‼
★各品目の共通点

★各品目のメリット・デメリット

・JA 生産部加入で適宜栽培指導があり、　
　販売先は確保済み
・販売価格低下時の補填制度あり

栽培してみたいけど不安・・・
栽培基礎講習会や巡回指導で適期管理ができるようサポートします。
栽培してみたい！詳しく知りたい！という方は、是非ご連絡ください！！

【問合せ先】日野農業改良普及所（72-2025）
　　　　　  日野営農センター（72-0338）
                        江府町産業建設課（75-6610）

白ネギ

ピーマン
ブロッコリー

労働時間 粗収益 メリット デメリット

500 時間 /10a 約 100 万円 /10a

約 150 万円 /10a
約 30 万円 /10a

700 時間 /10a
113 時間 /10a

( 一作あたり )

収穫適期が長く、
自分のペースで作業が可能

除草作業が重要だが大変
出荷調製作業に最も時間がかかる
個別選果では皮むき機が必要
収穫調製に時間がかかるため、
大面積での栽培は難しい
収穫適期が短く、品種や時期を変え
ながら計画的に栽培する必要がある

初期投資が少なく、
女性や高齢者でも取り組みやすい
初期投資が少なく、
大面積での栽培が可能
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第 49回江府町人権・同和教育研究集会兼奥大山江府学園ＰＴＡ人権講演会

　
11
月
18
日（
土
）に
第
49
回
江
府
町
人
権
・

同
和
教
育
研
究
集
会
兼
奥
大
山
江
府
学
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
奥
大
山
江
府
学
園
日
野
川

校
舎
の
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
ブ
ナ
の

森
校
舎
の
児
童
も
参
加
し
、
ブ
ナ
の
森
校

舎
の
体
育
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
主
催
者
と
し
て
白
石
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
の
大
森
英
一

氏
（
部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
執
行

副
委
員
長
）
か
ら
は
、「
差
別
を
し
な
い
と

い
う
人
で
も
、
利
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、

差
別
を
す
る
側
に
な
る
人
や
容
認
し
て
し

ま
う
人
が
い
る
。
他
力
本
願
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
集
会
を
機

に
一
歩
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者

へ
強
い
思
い
を
伝
え
る
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、基
調
提
案
に
よ
っ

て
人
権
意
識
の
共
通
認
識
を
図
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
が
考
え
た
「
人
権
・
同
和

問
題
」
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
デ
フ
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

不
思
議
な
世
界~

夢
を
追
い
か
け
る
、
夢

を
あ
き
ら
め
な
い~

」
と
題
し
て
、
ミ
ス

タ
ー
か
わ
づ
氏
（
デ
フ
【
聴
覚
障
が
い
者
】

マ
ジ
シ
ャ
ン
）
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
か
わ
づ
さ
ん
は
、
一
歳
の
こ

ろ
、
母
親
が
い
く
ら
呼
ん
で
も
反
応
せ
ず
、

フ
ラ
イ
パ
ン
を
耳
元
で
叩
い
て
も
反
応
を

し
な
か
っ
た
こ
と
で
聞
こ
え
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ご
両
親
は
い
ろ
い
ろ
悩

み
苦
労
を
し
な
が
ら
も
か
わ
づ
さ
ん
を
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
ろ
う
学
校
を
卒
業
し
、

大
阪
に
出
ら
れ
て
か
ら
一
本
の
煙
草
が
消

え
る
マ
ジ
ッ
ク
と
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
一
気
に
マ
ジ
ッ
ク
に
魅
了
さ
れ
、

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
分
、
目
で

見
て
理
解
し
、
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
世
界
ろ
う
あ
マ

ジ
ッ
ク
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

以
降
も
様
々
な
国
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
子
ど
も
た
ち
向
け
て「
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
夢
に
近
づ
け
る
。

そ
し
て
、
夢
が
あ
る
か
ら
人
は
輝
く
。
や

り
た
い
と
思
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。」
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
マ
ジ
ッ
ク
を
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
不
思
議
な
世
界
に
、
会
場

が
笑
い
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

見
て
理
解
し
、
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
世
界
ろ
う
あ
マ

ジ
ッ
ク
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

以
降
も
様
々
な
国
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
子
ど
も
た
ち
向
け
て「
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
夢
に
近
づ
け
る
。

そ
し
て
、
夢
が
あ
る
か
ら
人
は
輝
く
。
や

り
た
い
と
思
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。」
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
マ
ジ
ッ
ク
を
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
不
思
議
な
世
界
に
、
会
場

が
笑
い
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

★
日
野
川
校
舎

【
最
優
秀
賞
】

　
　
９
年
　
遠
藤
　
佑
花
さ
ん

【
優
秀
賞
】

　
　
６
年
　
加
藤
　
優
月
さ
ん

　
　
７
年
　
末
次
　
碧
生
さ
ん

　
　
８
年
　
筒
井
絵
梨
乃
さ
ん

★
ブ
ナ
の
森
校
舎

【
最
優
秀
賞
】

　
　
４
年
　
竹
田
　
芽
生
さ
ん

【
優
秀
賞
】

　
　
１
年
　
船
越
　
真
緒
さ
ん

　
　
２
年
　
竹
田
　
実
生
さ
ん

　
　
３
年
　
川
上
　
明
凛
さ
ん

　
　
５
年
　
川
上
　
千
菜
さ
ん

第２７回「人権・同和問題」啓発
標語受賞者

奥
大
山
江
府
学
園

お
め
で
と
う
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農業委員会だより

　１１月２７日 ( 月 ) 日南町役場で日野郡内の女性農業委員・

農地利用最適化推進委員が研修会を開催しました。この日、

３町から９名が参加、鳥取市農業委員会の山本農業委員を講

師としてスマホで「農地ナビの使い方」を習得しました。習

得した内容は、各町に持ち帰って農業委員会で伝達されます。

日野郡の女性農業委員が研修会を開催

農業委員会総会
（12月7日（木）開催）

【問い合わせ】
江府町農業委員会事務局　

電話：０８５９－７５－６６２０
以下の審議案件はすべて承認されました。

・農用地利用集積等促進計画（案）について・・・１６件

▲研修の様子 ( 日野郡女性農業委員 )

農地の転用には、許可が必要です。
　農地法により自分の田畑でも、駐車場や資材置場にしたり、住宅を建てたり、ソーラー
パネルを設置するなど、耕作以外の目的で利用する場合には、事前に農地の転用手続きが
必要です。手続きを行わないと、工事などの中止やもとの農地へ復元するように命令が出
される場合があります。また、3 年以下の懲役又は、３００万円以下（法人は１億円以下）
の罰則が科せられます。
　農地に農機具格納庫、温室、堆肥舎などの農業用施設を建設する場合でも許可が必要で
す。自分の田畑などに２a(200 ㎡ ) 未満の農業施設を建設する場合は、許可は必要ありま
せんが、届出書を農業委員会に提出していただくことになります。

法令を守って適切に農地を利用しましょう！①

日野郡の特産野菜を栽培してみませんか？
白ネギ・ピーマン・ブロッコリーの

新規栽培者を募集中‼
★各品目の共通点

★各品目のメリット・デメリット

・JA 生産部加入で適宜栽培指導があり、　
　販売先は確保済み
・販売価格低下時の補填制度あり

栽培してみたいけど不安・・・
栽培基礎講習会や巡回指導で適期管理ができるようサポートします。
栽培してみたい！詳しく知りたい！という方は、是非ご連絡ください！！

【問合せ先】日野農業改良普及所（72-2025）
　　　　　  日野営農センター（72-0338）
                        江府町産業建設課（75-6610）

白ネギ

ピーマン
ブロッコリー

労働時間 粗収益 メリット デメリット

500 時間 /10a 約 100 万円 /10a

約 150 万円 /10a
約 30 万円 /10a

700 時間 /10a
113 時間 /10a

( 一作あたり )

収穫適期が長く、
自分のペースで作業が可能

除草作業が重要だが大変
出荷調製作業に最も時間がかかる
個別選果では皮むき機が必要
収穫調製に時間がかかるため、
大面積での栽培は難しい
収穫適期が短く、品種や時期を変え
ながら計画的に栽培する必要がある

初期投資が少なく、
女性や高齢者でも取り組みやすい
初期投資が少なく、
大面積での栽培が可能
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第 49回江府町人権・同和教育研究集会兼奥大山江府学園ＰＴＡ人権講演会
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・
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講
演
会
を
開
催
し
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。
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、
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大
山
江
府
学
園
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野
川

校
舎
の
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
ブ
ナ
の

森
校
舎
の
児
童
も
参
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し
、
ブ
ナ
の
森
校

舎
の
体
育
館
で
実
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し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
主
催
者
と
し
て
白
石
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
の
大
森
英
一

氏
（
部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
執
行

副
委
員
長
）
か
ら
は
、「
差
別
を
し
な
い
と

い
う
人
で
も
、
利
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、

差
別
を
す
る
側
に
な
る
人
や
容
認
し
て
し

ま
う
人
が
い
る
。
他
力
本
願
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
集
会
を
機

に
一
歩
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者

へ
強
い
思
い
を
伝
え
る
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、基
調
提
案
に
よ
っ

て
人
権
意
識
の
共
通
認
識
を
図
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
が
考
え
た
「
人
権
・
同
和

問
題
」
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
デ
フ
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

不
思
議
な
世
界~

夢
を
追
い
か
け
る
、
夢

を
あ
き
ら
め
な
い~

」
と
題
し
て
、
ミ
ス

タ
ー
か
わ
づ
氏
（
デ
フ
【
聴
覚
障
が
い
者
】

マ
ジ
シ
ャ
ン
）
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
か
わ
づ
さ
ん
は
、
一
歳
の
こ

ろ
、
母
親
が
い
く
ら
呼
ん
で
も
反
応
せ
ず
、

フ
ラ
イ
パ
ン
を
耳
元
で
叩
い
て
も
反
応
を

し
な
か
っ
た
こ
と
で
聞
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え
な
い
こ
と
が

分
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り
ま
し
た
。
ご
両
親
は
い
ろ
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ろ
悩

み
苦
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を
し
な
が
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も
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れ
ま
し
た
。
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う
学
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を
卒
業
し
、
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に
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て
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ら
一
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の
煙
草
が
消
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ッ
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と
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会
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た
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ッ
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に
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了
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、
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ッ
ク
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に
入
会
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ま
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。

　
し
か
し
、
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が
聞
こ
え
な
い
分
、
目
で

見
て
理
解
し
、
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

努
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を
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け
る
こ
と
で
、
世
界
ろ
う
あ
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大
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出
る
こ
と
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、
そ
れ

以
降
も
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々
な
国
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
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し

て
こ
ら
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ま
し
た
。

　
講
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の
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に
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を
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え
る
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め
に
は
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
夢
に
近
づ
け
る
。

そ
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、
夢
が
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か
ら
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は
輝
く
。
や
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た
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と
思
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時
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チ
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で
あ

る
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え
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た
。
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の
後
の
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で
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、
不
思
議
な
世
界
に
、
会
場

が
笑
い
と
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出
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、
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で
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ク
を
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た
。
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に
子
ど
も
た
ち
向
け
て「
夢

を
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に
は
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
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る
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に
近
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る
。

そ
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、
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が
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ら
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。
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と
思
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た
時
が
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で
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る
。」
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え
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ま
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た
。
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後
の
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で
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て
マ
ジ
ッ
ク
を
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り

ひ
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げ
ら
れ
、
不
思
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な
世
界
に
、
会
場

が
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い
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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【
最
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９
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佑
花
さ
ん

【
優
秀
賞
】

　
　
６
年
　
加
藤
　
優
月
さ
ん

　
　
７
年
　
末
次
　
碧
生
さ
ん

　
　
８
年
　
筒
井
絵
梨
乃
さ
ん

★
ブ
ナ
の
森
校
舎

【
最
優
秀
賞
】

　
　
４
年
　
竹
田
　
芽
生
さ
ん

【
優
秀
賞
】

　
　
１
年
　
船
越
　
真
緒
さ
ん

　
　
２
年
　
竹
田
　
実
生
さ
ん

　
　
３
年
　
川
上
　
明
凛
さ
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５
年
　
川
上
　
千
菜
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ん
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第 49回江府町人権・同和教育研究集会兼奥大山江府学園ＰＴＡ人権講演会

　
11
月
18
日（
土
）に
第
49
回
江
府
町
人
権
・

同
和
教
育
研
究
集
会
兼
奥
大
山
江
府
学
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
奥
大
山
江
府
学
園
日
野
川

校
舎
の
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
ブ
ナ
の

森
校
舎
の
児
童
も
参
加
し
、
ブ
ナ
の
森
校

舎
の
体
育
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
主
催
者
と
し
て
白
石
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
の
大
森
英
一

氏
（
部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
執
行

副
委
員
長
）
か
ら
は
、「
差
別
を
し
な
い
と

い
う
人
で
も
、
利
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、

差
別
を
す
る
側
に
な
る
人
や
容
認
し
て
し

ま
う
人
が
い
る
。
他
力
本
願
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
集
会
を
機

に
一
歩
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者

へ
強
い
思
い
を
伝
え
る
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、基
調
提
案
に
よ
っ

て
人
権
意
識
の
共
通
認
識
を
図
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
が
考
え
た
「
人
権
・
同
和

問
題
」
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
デ
フ
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

不
思
議
な
世
界~

夢
を
追
い
か
け
る
、
夢

を
あ
き
ら
め
な
い~

」
と
題
し
て
、
ミ
ス

タ
ー
か
わ
づ
氏
（
デ
フ
【
聴
覚
障
が
い
者
】

マ
ジ
シ
ャ
ン
）
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
か
わ
づ
さ
ん
は
、
一
歳
の
こ

ろ
、
母
親
が
い
く
ら
呼
ん
で
も
反
応
せ
ず
、

フ
ラ
イ
パ
ン
を
耳
元
で
叩
い
て
も
反
応
を

し
な
か
っ
た
こ
と
で
聞
こ
え
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ご
両
親
は
い
ろ
い
ろ
悩

み
苦
労
を
し
な
が
ら
も
か
わ
づ
さ
ん
を
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
ろ
う
学
校
を
卒
業
し
、

大
阪
に
出
ら
れ
て
か
ら
一
本
の
煙
草
が
消

え
る
マ
ジ
ッ
ク
と
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
一
気
に
マ
ジ
ッ
ク
に
魅
了
さ
れ
、

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
分
、
目
で

見
て
理
解
し
、
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
世
界
ろ
う
あ
マ

ジ
ッ
ク
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

以
降
も
様
々
な
国
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
子
ど
も
た
ち
向
け
て「
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
夢
に
近
づ
け
る
。

そ
し
て
、
夢
が
あ
る
か
ら
人
は
輝
く
。
や

り
た
い
と
思
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。」
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
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も
参
加
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て
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ジ
ッ
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り
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２
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投票所見直し案に関する意見募集結果について

【移動式期日前投票所について】

募集期間：令和５年１０月１９日～令和５年１１月３０日まで
募集方法：町報に意見用紙を差し込んだ上で、ＦＡＸ、郵送、メール、各
施設での投稿
募集結果：１７件の意見（投稿の他、集落座談会等でも…）

　投票所見直し案に関する意見募集を実施した結果、意見用紙で 17 件の意見を頂戴しました。そ
の他、集落座談会等の場において、個別に意見も頂戴しております。町報の紙幅の都合上、全て
の内容を掲載することはできませんが、抜粋してご紹介させていただきます。

●町内 1カ所の期日前投票所で良い。役場ではなく駅前（江尾）が望ましい。
●投票所従事要員は確保できると思う。「この一票が」と思う投票は身近な選挙だけになるような
気がする。
●人口減少に対応するのに対策の一つと考える。
●人口減少のことを考えれば見直しは必要。移動式期日前投票導入案はよい。
●移動式期日前投票に防災センターも加えてはどうか。
無料バスはあるが、運行時間も決まっており、時間をつぶすところもなく不便。
●第 1投票区について、役場で統一するのではなく、江尾地区・武庫地区に 1箇所ずつが望ましい。
高齢者、町財政のことを考え、子どもや孫に負担をつくらないようにお願いしたい。
●移動式期日前投票の期間中複数回の実施、投票時間繰り上げも検討されたい。
●投票率が低下しているのは別に要因があり、投票参加は有権者自身の意識に起因する。投票率
にこだわる時代ではない。
●投票立会人の選任はますます困難になってくると思われる。開票事務負担軽減は投票所見直し
に関係ない。江府町版の移動式期日前投票を考えていただきたい。
●見直されたい背景・経過の説明が十分にされていないので、理解を得られないと思う。投票の
機会はどう確保されるべきかを判断いただき、行政職員へ協力のお願いをされたい。
●大幅な変更に戸惑う。町民や集落の総意を基にして決めるべき。高齢者の多い江府町にとって
看過できない。
●4 カ所にするのであれば、旧小学校区単位にまとめ、歩いて投票に行ける環境は残すべきだと
思う。移動式期日前投票を、投票区毎に 1日設ける案があって良い。
●土足のまま投票できる環境が必要。移動式期日前投票は歩いて行ける範囲に数カ所設置してい

ただきたい。
●投票に行かない理由の一つとして「投票に行くのが面倒だから」というのがあり、投票場所が
遠くなると投票率の低下が発生する。
●インターネットや郵送利用、投票時間の見直しを検討する。
●診療所内に期日前投票所を置くことが最も利用が多くなるのでは。経費削減は町長、町議選に
しかつながらない。実施した場合には、状況をよく見て再度の検討をするべき。
●必要なこと。やっと見直しにとりかかられたという感覚。
●移動式期日前投票所を増やせば、投票日当日は１カ所の投票場所でも良い。

　投票所の見直し案は決定事項ではありません。投票所の見直しは、このままのペースで人口減
少が続くと 2040 年には江府町の人口が約 1,500 人程度になるという推計があり、現在の投票所数
では、投票所の運営が著しく困難になることが容易に想定できるため、10 年後、20 年後を見据
えて江府町での持続可能な選挙執行・投票方法の構築する必要があり、約 2 年前から江府町選挙
管理委員会で検討を重ね、この度案ができたことにより意見募集を行うこととなりました。
　頂戴した意見を基に、さらなる検討を進めていきたいと思います。この度は多くの意見を頂戴
し誠にありがとうございました。（江府町選挙管理委員会）

投票所見直し案に関する意見募集結果について投票所見直し案に関する意見募集結果について

　投票所見直し案に関する意見募集を実施した結果、意見用紙で 17 件の意見を頂戴しました。そ
の他、集落座談会等の場において、個別に意見も頂戴しております。町報の紙幅の都合上、全て
の内容を掲載することはできませんが、抜粋してご紹介させていただきます。

●町内 1カ所の期日前投票所で良い。役場ではなく駅前（江尾）が望ましい。
●投票所従事要員は確保できると思う。「この一票が」と思う投票は身近な選挙だけになるような
気がする。
●人口減少に対応するのに対策の一つと考える。
●人口減少のことを考えれば見直しは必要。移動式期日前投票導入案はよい。
●移動式期日前投票に防災センターも加えてはどうか。
無料バスはあるが、運行時間も決まっており、時間をつぶすところもなく不便。
●第 1投票区について、役場で統一するのではなく、江尾地区・武庫地区に 1箇所ずつが望ましい。
高齢者、町財政のことを考え、子どもや孫に負担をつくらないようにお願いしたい。
●移動式期日前投票の期間中複数回の実施、投票時間繰り上げも検討されたい。
●投票率が低下しているのは別に要因があり、投票参加は有権者自身の意識に起因する。投票率
にこだわる時代ではない。
●投票立会人の選任はますます困難になってくると思われる。開票事務負担軽減は投票所見直し
に関係ない。江府町版の移動式期日前投票を考えていただきたい。
●見直されたい背景・経過の説明が十分にされていないので、理解を得られないと思う。投票の
機会はどう確保されるべきかを判断いただき、行政職員へ協力のお願いをされたい。
●大幅な変更に戸惑う。町民や集落の総意を基にして決めるべき。高齢者の多い江府町にとって
看過できない。
●4 カ所にするのであれば、旧小学校区単位にまとめ、歩いて投票に行ける環境は残すべきだと
思う。移動式期日前投票を、投票区毎に 1日設ける案があって良い。
●土足のまま投票できる環境が必要。移動式期日前投票は歩いて行ける範囲に数カ所設置してい

ただきたい。
●投票に行かない理由の一つとして「投票に行くのが面倒だから」というのがあり、投票場所が
遠くなると投票率の低下が発生する。
●インターネットや郵送利用、投票時間の見直しを検討する。
●診療所内に期日前投票所を置くことが最も利用が多くなるのでは。経費削減は町長、町議選に
しかつながらない。実施した場合には、状況をよく見て再度の検討をするべき。
●必要なこと。やっと見直しにとりかかられたという感覚。
●移動式期日前投票所を増やせば、投票日当日は１カ所の投票場所でも良い。

　投票所の見直し案は決定事項ではありません。投票所の見直しは、このままのペースで人口減
少が続くと 2040 年には江府町の人口が約 1,500 人程度になるという推計があり、現在の投票所数
では、投票所の運営が著しく困難になることが容易に想定できるため、10 年後、20 年後を見据
えて江府町での持続可能な選挙執行・投票方法を構築する必要があり、約 2 年前から江府町選挙
管理委員会で検討を重ね、この度案ができたことにより意見募集を行うこととなりました。
　頂戴した意見を基に、さらなる検討を進めていきたいと思います。この度は多くの意見を頂戴
し誠にありがとうございました。（江府町選挙管理委員会）

　移動手段がない有権者の投票機会確保につなげる手段として、投票に伴うタクシー利用の補助
を実施する他、移動式期日前投票所の方法として考えている例は以下のとおりです。決定事項で
はなく、意見結果をもとにさらに検討を進めます。

【例】●月▲日（月）       ９:00 から 10:00　　貝田　　　　　
　　　　　　　　         11:00 から 12:00　　日の詰
　　　　　　　　         13:00 から 14:00　　下蚊屋
　　　　　　　　         15:00 から 16:00　　御机

【例】■日★日（火）         9:00 から 10:00　　柿原
　　　　　　　　　　11:00 から 13:00　　神奈川
　　　　　　　　　　14:00 から 15:00　　大河原

【今後のスケジュール】
令和５年１２月　　議会へ説明
令和５年１２月～令和６年３月　　意見をもとに再検討
令和６年　３月　　投票所再編の可否について決定
令和６年度執行選挙より運用
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●インターネットや郵送利用、投票時間の見直しを検討する。
●診療所内に期日前投票所を置くことが最も利用が多くなるのでは。経費削減は町長、町議選に
しかつながらない。実施した場合には、状況をよく見て再度の検討をするべき。
●必要なこと。やっと見直しにとりかかられたという感覚。
●移動式期日前投票所を増やせば、投票日当日は１カ所の投票場所でも良い。

　投票所の見直し案は決定事項ではありません。投票所の見直しは、このままのペースで人口減
少が続くと 2040 年には江府町の人口が約 1,500 人程度になるという推計があり、現在の投票所数
では、投票所の運営が著しく困難になることが容易に想定できるため、10 年後、20 年後を見据
えて江府町での持続可能な選挙執行・投票方法の構築する必要があり、約 2 年前から江府町選挙
管理委員会で検討を重ね、この度案ができたことにより意見募集を行うこととなりました。
　頂戴した意見を基に、さらなる検討を進めていきたいと思います。この度は多くの意見を頂戴
し誠にありがとうございました。（江府町選挙管理委員会）

投票所見直し案に関する意見募集結果について投票所見直し案に関する意見募集結果について

　投票所見直し案に関する意見募集を実施した結果、意見用紙で 17 件の意見を頂戴しました。そ
の他、集落座談会等の場において、個別に意見も頂戴しております。町報の紙幅の都合上、全て
の内容を掲載することはできませんが、抜粋してご紹介させていただきます。

●町内 1カ所の期日前投票所で良い。役場ではなく駅前（江尾）が望ましい。
●投票所従事要員は確保できると思う。「この一票が」と思う投票は身近な選挙だけになるような
気がする。
●人口減少に対応するのに対策の一つと考える。
●人口減少のことを考えれば見直しは必要。移動式期日前投票導入案はよい。
●移動式期日前投票に防災センターも加えてはどうか。
無料バスはあるが、運行時間も決まっており、時間をつぶすところもなく不便。
●第 1投票区について、役場で統一するのではなく、江尾地区・武庫地区に 1箇所ずつが望ましい。
高齢者、町財政のことを考え、子どもや孫に負担をつくらないようにお願いしたい。
●移動式期日前投票の期間中複数回の実施、投票時間繰り上げも検討されたい。
●投票率が低下しているのは別に要因があり、投票参加は有権者自身の意識に起因する。投票率
にこだわる時代ではない。
●投票立会人の選任はますます困難になってくると思われる。開票事務負担軽減は投票所見直し
に関係ない。江府町版の移動式期日前投票を考えていただきたい。
●見直されたい背景・経過の説明が十分にされていないので、理解を得られないと思う。投票の
機会はどう確保されるべきかを判断いただき、行政職員へ協力のお願いをされたい。
●大幅な変更に戸惑う。町民や集落の総意を基にして決めるべき。高齢者の多い江府町にとって
看過できない。
●4 カ所にするのであれば、旧小学校区単位にまとめ、歩いて投票に行ける環境は残すべきだと
思う。移動式期日前投票を、投票区毎に 1日設ける案があって良い。
●土足のまま投票できる環境が必要。移動式期日前投票は歩いて行ける範囲に数カ所設置してい

ただきたい。
●投票に行かない理由の一つとして「投票に行くのが面倒だから」というのがあり、投票場所が
遠くなると投票率の低下が発生する。
●インターネットや郵送利用、投票時間の見直しを検討する。
●診療所内に期日前投票所を置くことが最も利用が多くなるのでは。経費削減は町長、町議選に
しかつながらない。実施した場合には、状況をよく見て再度の検討をするべき。
●必要なこと。やっと見直しにとりかかられたという感覚。
●移動式期日前投票所を増やせば、投票日当日は１カ所の投票場所でも良い。

　投票所の見直し案は決定事項ではありません。投票所の見直しは、このままのペースで人口減
少が続くと 2040 年には江府町の人口が約 1,500 人程度になるという推計があり、現在の投票所数
では、投票所の運営が著しく困難になることが容易に想定できるため、10 年後、20 年後を見据
えて江府町での持続可能な選挙執行・投票方法を構築する必要があり、約 2 年前から江府町選挙
管理委員会で検討を重ね、この度案ができたことにより意見募集を行うこととなりました。
　頂戴した意見を基に、さらなる検討を進めていきたいと思います。この度は多くの意見を頂戴
し誠にありがとうございました。（江府町選挙管理委員会）

　移動手段がない有権者の投票機会確保につなげる手段として、投票に伴うタクシー利用の補助
を実施する他、移動式期日前投票所の方法として考えている例は以下のとおりです。決定事項で
はなく、意見結果をもとにさらに検討を進めます。

【例】●月▲日（月）       ９:00 から 10:00　　貝田　　　　　
　　　　　　　　         11:00 から 12:00　　日の詰
　　　　　　　　         13:00 から 14:00　　下蚊屋
　　　　　　　　         15:00 から 16:00　　御机

【例】■日★日（火）         9:00 から 10:00　　柿原
　　　　　　　　　　11:00 から 13:00　　神奈川
　　　　　　　　　　14:00 から 15:00　　大河原

【今後のスケジュール】
令和５年１２月　　議会へ説明
令和５年１２月～令和６年３月　　意見をもとに再検討
令和６年　３月　　投票所再編の可否について決定
令和６年度執行選挙より運用
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の他、集落座談会等の場において、個別に意見も頂戴しております。町報の紙幅の都合上、全て
の内容を掲載することはできませんが、抜粋してご紹介させていただきます。

●町内 1カ所の期日前投票所で良い。役場ではなく駅前（江尾）が望ましい。
●投票所従事要員は確保できると思う。「この一票が」と思う投票は身近な選挙だけになるような
気がする。
●人口減少に対応するのに対策の一つと考える。
●人口減少のことを考えれば見直しは必要。移動式期日前投票導入案はよい。
●移動式期日前投票に防災センターも加えてはどうか。
無料バスはあるが、運行時間も決まっており、時間をつぶすところもなく不便。
●第 1投票区について、役場で統一するのではなく、江尾地区・武庫地区に 1箇所ずつが望ましい。
高齢者、町財政のことを考え、子どもや孫に負担をつくらないようにお願いしたい。
●移動式期日前投票の期間中複数回の実施、投票時間繰り上げも検討されたい。
●投票率が低下しているのは別に要因があり、投票参加は有権者自身の意識に起因する。投票率
にこだわる時代ではない。
●投票立会人の選任はますます困難になってくると思われる。開票事務負担軽減は投票所見直し
に関係ない。江府町版の移動式期日前投票を考えていただきたい。
●見直されたい背景・経過の説明が十分にされていないので、理解を得られないと思う。投票の
機会はどう確保されるべきかを判断いただき、行政職員へ協力のお願いをされたい。
●大幅な変更に戸惑う。町民や集落の総意を基にして決めるべき。高齢者の多い江府町にとって
看過できない。
●4 カ所にするのであれば、旧小学校区単位にまとめ、歩いて投票に行ける環境は残すべきだと
思う。移動式期日前投票を、投票区毎に 1日設ける案があって良い。
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●インターネットや郵送利用、投票時間の見直しを検討する。
●診療所内に期日前投票所を置くことが最も利用が多くなるのでは。経費削減は町長、町議選に
しかつながらない。実施した場合には、状況をよく見て再度の検討をするべき。
●必要なこと。やっと見直しにとりかかられたという感覚。
●移動式期日前投票所を増やせば、投票日当日は１カ所の投票場所でも良い。
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江府町住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度の見直し案について

　パブリックコメントの結果
■意見等の募集期間：令和５年１０月１８日～令和５年１１月１７日

■意見等の受付件数：１件

住住

■お問い合わせ先　住民生活課　TEL  　：0859-75-3223
　　　　　　　　　　　　　　　FAX       ：0859-75-2389
　　　　　　　　　　　　　　　メール  ： k_choumin@town-kofu.jp

　１０月２８日に鳥取県中央家畜市場（琴浦町）にて「令和５年度　鳥取県畜産共進会」が開催され、
江府町から和牛１頭、乳牛１頭が出品されました。和牛２区（若雌牛の部）では加藤愛敬さんの「て
るま１４号」が優等賞２席（２位）、乳牛５区（経産牛２歳級の部）では下垣郁弥さんの「シモチャ
ン　パワーボール　ミックス号」が４位の成績を収めました。

令和５年度　鳥取県畜産共進会

【意見１】
　第三者による請求の際、発行前に請求対象者本人に電話などで連絡をしてもらい、事前
に発行の可否を確認してもらえる制度はないでしょうか？
　個人情報を悪いことに利用しようとする八士業がいるというニュースを聞くので不安で
す。本人通知をしないよりはいいですが、発行後の通知だと届いた時点で自分の情報が第
三者の手に渡っているので、それでは遅いと思います。

【町の回答】
　ご意見について所管する法務局に問い合わせたところ、八士業を含む第三者による請求
の際、証明書の発行を制限するような法律や制度がないので、請求対象者ご本人が発行の
可否を決定することは出来ないとのことです。また、仮に八士業が申請用紙に虚偽の請求
理由を書いても、町としては真偽を確認する方法がなく、未然に不正を防ぐ術がありませ
ん。
　ご不安に思われるお気持ちはよく理解できますが、被害告知型に要綱を改正し、多くの
方が登録することで、不正の抑止力になると考えております。ぜひ、改正後は本人通知制
度にご登録いただければと思います。

▲下垣郁弥さん「シモチャン　パワーボール　ミックス号」▲加藤愛敬さん「てるま１４号」

19 令和５年１２月号
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【叙勲受章】

瑞宝双光章　教育功労
加藤　泰巨さん ( 池の内 )

異世界広場
(日)11.26

　江尾十七夜を楽しみに待っ
ていた町内外の子ども向けに
上之段広場で開催されました。
だらずプロレスや maru さん
のライブ、ビンゴ大会が行わ
れました。最後には打ち上げ
花火 300 発が上がり、大いに
盛り上がりました！

令和５年秋の叙勲にて、池の内の加藤泰巨さんが瑞宝双光章を受章されました。
校長職を石見西小学校で５年、米沢小学校で３年、そして江府小学校初代校長として２
年務められ、長年にわたり学校教育にご尽力されました。

叙勲受章/異世界広場

江府町住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度の見直し案について

　パブリックコメントの結果
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■意見等の受付件数：１件

住住

■お問い合わせ先　住民生活課　TEL  　：0859-75-3223
　　　　　　　　　　　　　　　FAX       ：0859-75-2389
　　　　　　　　　　　　　　　メール  ： k_choumin@town-kofu.jp
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令和５年度　鳥取県畜産共進会

【意見１】
　第三者による請求の際、発行前に請求対象者本人に電話などで連絡をしてもらい、事前
に発行の可否を確認してもらえる制度はないでしょうか？
　個人情報を悪いことに利用しようとする八士業がいるというニュースを聞くので不安で
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　第４回人権・同和教育講座「たんぽぽ学級」を１１月１３日（月）に江府町役場で開催しました。
　今回は「インターネットと人権（同和問題）」と題して下吉真二さん（部落解放同盟鳥取県連合会書記長）
を講師に迎え講演会を開催しました。「インターネット地図のグーグルマップを利用し、地区の場所を特定
する行為やネットの電話帳から住所を特定し、地図にリンクしたものもあり、差別
を助長する可能性が大いにある。それ以外でもネットで『部落差別調査』復刻版を
販売しようとした事件の『部落差別調査』復刻版出版事件裁判では、東京高裁に控
訴し、今年６月２８日の控訴審判決では、実質的に『差別されない権利』が認めら
れた判決となった。」と力強く語られました。身近なインターネットを利用した差別
があることを知り、部落差別が身近な問題であることを感じる学習となりました。

インターネットでの部落差別について

です‼犯罪不法投棄は
実際にあった不法投棄　俣野宮市線（町所有地）

漬け物 ペンキ

懲役 5年以下、罰金 1,000万円
（法人は 3億円）以下

× ×
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（第 16 条　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない）に違反して、同法に定めた処分場
以外に廃棄物を投棄することをいう。廃棄物は決められたごみステーションや処分場以外で処理することはできません。
自分の敷地内に埋めることも違反になります。
同法では不法投棄した者の責任ばかりではなく、適正な監督を怠った排出者（事業者）に対しても撤去などの措置命令が可能となっ
ている。
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20令和５年１２月号

まちのお知らせInformation

21 令和５年１２月号

気をつけよう
消費者トラブル

○消費生活相談員による相談窓口
　令和6年1月17日（水）午前9時～午後4時　（毎月第3水曜日）
　場所：江府町役場本庁舎1階相談室
　※日野郡3町は、第1～第3水曜日に輪番で相談員が対応します。   　　
○通常の相談 窓口　
　平日：江府町役場住民生活課 (電話：0859-75-3223)
　土日：消費者ホットライン「188」（案内に従い、お住まいの郵便番号を押すとお近くの相談窓口につながります）

【消費者ホットライン】
局番なしのいやや

１８

そのメール、フィッシング詐欺かも‼

通販サイトから「支払い方法に問題がある」とのSMSがスマホに届いた。
添付のURLをタップし、クレジットカード番号や住所を入力した。
その後、クレジットカードの請求明細を確認したら、合計4万円の不審な決済があった。
不正利用されたのだろうか。（30歳代　男性）

●メールやSMSに記載されたURLにはアクセスしない。
→アクセスしても個人情報は絶対に入力しない。
○フィッシングサイトにID・パスワード等を入力してしまったらすぐに変更し、クレジットカード会社などにも連絡す
る。

案内に従い、お住いの郵便番号を押すと 
お近くの相談窓口につながります。 

相談事例

アドバイス

フィッシング詐欺

通販サイト　　　　　　「不正利用が確認された」「アカウントで異常な動作が検出された」
クレジットカード会社　「カードの不正な取引があった」
　　　　　　　　　　　「回答がない場合、カードの利用制限が継続される」
宅配便事業者　　　　　「不在の為お荷物を持ち帰りました」

携帯電話会社　　　　　「通信サービスの停止と契約解除通告のお知らせ」 

公的機関　　　　　　　「未払いの税金があります」

よくあるニセのＳＭＳ( ショートメッセージ）やメールの内容

通販サイト、クレジットカード会社、宅配便事業者など実在する会社をかたるメール
や SMS（ショートメッセージサービス）を送信し、パスワードや ID、暗証番号、ク
レジットカード番号などの個人情報を詐取する手口です。

国民生活センター　発表情報より

　県道上徳山俣野江府線の深山口から武庫間の除雪は、鳥取県が除雪業者（（株）アカマツ）に委託し、
除雪作業を行なっています。
　早朝の除雪は、バスの始発及び朝の通勤時間まで間に合わせるように、作業を開始して、除雪作業
を行います。また、降雪状況等により、夕方の帰宅時間に間に合わせて、除雪及び拡幅除雪を行います。
原則として、夜間の除雪作業は行いません。

【問い合わせ】日野振興センター日野県土整備局
平日（８：３０～１７：１５）の連絡先は
０８５９－７２－２０４８
それ以外の夜間や休日の除雪に対する連絡は、
０８５９－７２－０３２１（代表番号）にお願いします。
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を行います。また、降雪状況等により、夕方の帰宅時間に間に合わせて、除雪及び拡幅除雪を行います。
原則として、夜間の除雪作業は行いません。

【問い合わせ】日野振興センター日野県土整備局
平日（８：３０～１７：１５）の連絡先は
０８５９－７２－２０４８
それ以外の夜間や休日の除雪に対する連絡は、
０８５９－７２－０３２１（代表番号）にお願いします。

俣野線の除雪について



Information

21 令和５年１２月号

気をつけよう
消費者トラブル

○消費生活相談員による相談窓口
　令和6年1月17日（水）午前9時～午後4時　（毎月第3水曜日）
　場所：江府町役場本庁舎1階相談室
　※日野郡3町は、第1～第3水曜日に輪番で相談員が対応します。   　　
○通常の相談 窓口　
　平日：江府町役場住民生活課 (電話：0859-75-3223)
　土日：消費者ホットライン「188」（案内に従い、お住まいの郵便番号を押すとお近くの相談窓口につながります）

【消費者ホットライン】
局番なしのいやや

１８

そのメール、フィッシング詐欺かも‼

通販サイトから「支払い方法に問題がある」とのSMSがスマホに届いた。
添付のURLをタップし、クレジットカード番号や住所を入力した。
その後、クレジットカードの請求明細を確認したら、合計4万円の不審な決済があった。
不正利用されたのだろうか。（30歳代　男性）

●メールやSMSに記載されたURLにはアクセスしない。
→アクセスしても個人情報は絶対に入力しない。
○フィッシングサイトにID・パスワード等を入力してしまったらすぐに変更し、クレジットカード会社などにも連絡す
る。

案内に従い、お住いの郵便番号を押すと 
お近くの相談窓口につながります。 

相談事例

アドバイス

フィッシング詐欺

通販サイト　　　　　　「不正利用が確認された」「アカウントで異常な動作が検出された」
クレジットカード会社　「カードの不正な取引があった」
　　　　　　　　　　　「回答がない場合、カードの利用制限が継続される」
宅配便事業者　　　　　「不在の為お荷物を持ち帰りました」

携帯電話会社　　　　　「通信サービスの停止と契約解除通告のお知らせ」 

公的機関　　　　　　　「未払いの税金があります」

よくあるニセのＳＭＳ( ショートメッセージ）やメールの内容

通販サイト、クレジットカード会社、宅配便事業者など実在する会社をかたるメール
や SMS（ショートメッセージサービス）を送信し、パスワードや ID、暗証番号、ク
レジットカード番号などの個人情報を詐取する手口です。

国民生活センター　発表情報より

　県道上徳山俣野江府線の深山口から武庫間の除雪は、鳥取県が除雪業者（（株）アカマツ）に委託し、
除雪作業を行なっています。
　早朝の除雪は、バスの始発及び朝の通勤時間まで間に合わせるように、作業を開始して、除雪作業
を行います。また、降雪状況等により、夕方の帰宅時間に間に合わせて、除雪及び拡幅除雪を行います。
原則として、夜間の除雪作業は行いません。

【問い合わせ】日野振興センター日野県土整備局
平日（８：３０～１７：１５）の連絡先は
０８５９－７２－２０４８
それ以外の夜間や休日の除雪に対する連絡は、
０８５９－７２－０３２１（代表番号）にお願いします。

俣野線の除雪について
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　県道上徳山俣野江府線の深山口から武庫間の除雪は、鳥取県が除雪業者（（株）アカマツ）に委託し、
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口座振替のお願いについて 今月の国民年金
納付期限 12月分　令和6年1月31日（水）まで
　令和5年4月から令和6年3月までの国民年金保険料は、月
額16,520円です。保険料は日本年金機構から送られる納付
書により、金融機関や郵便局、コンビニで納めることができ
るほか、口座振替やクレジットカードによる納付なども可能
です。保険料は納付期限（翌月末）までに納めましょう！
【問い合わせ】
江府町役場住民生活課　電話：０８５９－７５－３２２３
米子年金事務所 　   　　 電話：０８５９－３４－６１１１

　現金納付の江府町の税金は全て、口座振替に変

更をすることができます。口座振替は納付の手間

がなく、納付忘れを防ぐこともできます。ぜひ、口

座振替をご利用ください。口座振替の申し込みは、

ご本人様が直接、金融機関窓口にてお願いします。

口座振替ができる金融機関は、山陰合同銀行・鳥

取西部農協・鳥取銀行・ゆうちょ銀行ですので、

お早めのお手続きをお願いします。ご不明な点が

ありましたら、役場住民生活課にご相談ください。

22令和５年１２月号

まちのお知らせ
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今月の税金

納付期限および口座振替は令和5年12月25日（月）です。

延申込件数

延寄付金額

20,415件

362,352,000円
（前月比＋2,058件）

（前月比＋47,486,000円）
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年末年始の閉庁・休館・休業について
施設名 12/28

（木）
12/30
（土）

12/31
（日）

1/1
（月）

1/2
（火）

1/3
（水）

1/4
（木）

12/29
（金）

江府町役場、愛ベルこうふ ( 防災・情報
センター )、総合健康福祉センター、教
育委員会、子供の国保育園、江府町社会
福祉協議会、くぬぎの森、リサイクルプ
ラザ、いづはら

町立図書館

12:00
まで

17:00
まで

江尾診療所

【その他】江府町運動公園 (12/29 ～ 1/5 休館 )、桜の苑 (1/1、2 休業 )、町営交通【バス】
(12/31 ～ 1/3 休業 )
※年末年始のゴミ収集は、分別カレンダーをご覧ください。
※役場では、閉庁時でも戸籍に関する届出 ( 死亡届、結婚届等 ) を受理します。

閉庁・休館・休園・休業閉庁・休館・休園・休業

休館休館

休診休診

休館休館

休診休診

個人情報保護の観点から、令和５年１０月号より
電子版での掲載を取りやめています。



Information

月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat 日　Sun

1月

1211 13 14108 9

1918 20 211715 16

51 2 3 4 6 7

24

まちかど図書館
午前11時～12時30分

診

まちかど図書館
午前11時～12時30分

診

令和５年１２月号

下蚊屋線
俣野線

御机線
柿原線

下安井線

大河原線
御机線

御机線
柿原線

下安井線

下蚊屋線
柿原線

下安井線

＝防災情報センター　　＝江府町役場本庁舎　　＝本町5丁目集会所　　＝江尾診療所　　防 役 本5 診

下蚊屋線
俣野線

月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat 日　Sun
18 23

3130

22212019

25 26 27 28 29

12月

大河原線
俣野線
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下安井線

大河原線
俣野線

御机線
柿原線

下安井線
大河原線
御机線

まちかど図書館
午前11時45分～午後1時30分

役

まちかど図書館
午前11時45分～午後1時30分

役
和紙折り紙
（広域隣保活動）
午後１時３０分～３時３０分

役

ものづくりクラブ
午前10時30分～11時
※要予約

防

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

奥大山江府学園終業式明徳学園開講日

奥大山江府学園始業式

江府町・西ノ島町交歓スキー教室

図書館休館日

図書館休館日

下蚊屋線
俣野線

大河原線
御机線

大河原線
俣野線

下蚊屋線
柿原線

下安井線
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俣野線
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下蚊屋線
柿原線

下安井線
大河原線
俣野線

下蚊屋線
俣野線

グラウンドゴルフ教室
（せせらぎ公園）
（広域隣保活動）
午前９時～正午

23
@kofutown@townkofu@town_kofu @town_kofu_official @townkofu

クリスマスおはなし会
午前 10 時 30 分～
　　　　　　11時 30 分

おはなし会
午前 10 時 30 分～11時

人権・行政相談
午前９時～正午

防災・情報センター
電話：７５－３１１０
　　　（開設時のみ）

元旦

大晦日

新春マラソン大会
場所：江尾駅
時間：午前９時００分（開会）

二十歳を祝う会
式典：午前１１時３０分
会場：江府町役場
連絡先：教育委員会事務局
電話：７５－２２２３

明徳学園開講日絵手紙・墨彩画
午後1時30分～3時30分

防

＝防災情報センター　　＝江府町役場本庁舎　　＝本町5丁目集会所　　＝江尾診療所　　防 役 本5 診

防

防
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COVER －表紙の写真－

　江府町制施行７０周年記念事
業の一環として、庁舎入口で７０
の人文字を作りドローンで空撮を
行いました。天気に恵まれ、無
事にドローンを飛ばし撮影するこ
とができました。

　将来は、言語聴覚士になりたいです。言語聴覚士とは、病気や

事故、ことばの発達の遅れ等でコミュニケーションを取ることが

難しい方に、補助・訓練・指導等を行う仕事です。夏休みに日

野病院で看護体験をし、言語聴覚士の方に色々とお話を伺って

から興味を持ちました。

言語聴覚士になりたい

中尾　美咲さん
（奥大山江府学園 8年生）

わたしの「夢」わたしの「夢」

今月のベ
ストショ

ット

すごく美味しい～！！
（子供の国保育園　焼き芋の一場面）

2023 年町報こうふ 11 月号 22 ページのご結婚
を祝しますについて、下記のとおり氏名の表記
に誤りがありました。大変申し訳ございません
でした。

誤　白石　奈々　　正　白石　菜々
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